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は
じ
め
に 

私
が 

「
憲
法
」
に
つ
い
て
話
を
す

る
な
ど
、
考
え
て
も
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
こ
の
た
び
指
名
さ
れ
ま
し
て
、

改
め
て 

「
憲
法
」
を
読
み
ま
し
た
。

い
ま
さ
ら
こ
の
場
で 

「
平
和
主
義
・

民
主
主
義
・
主
権
在
民
主
義
」
を
説

明
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
こ

の
三
つ
の
柱
を
軸
と
し
て
、
１
９
４
７

年
（
昭
和
２２
）
５
月
３ 

日
に
施
行

さ
れ
、
日
本
国
民
は
、
こ
の
憲
法
を

守
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

「
あ
た
ら
し
い
憲
法
の
は
な
し
」
の

Ｐ
３
～
Ｐ
４
に
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
度

の
新
し
い
憲
法
は
日
本
国
民
が
自
分

で
作
っ
た
も
の
で
、
日
本
国
民
全
体

の
意
見
で
自
由
に
つ
く
ら
れ
た
も
の

で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
国
民
全
体
の
意
見
を
知
る
た

め
に
１
９
４
６
年
４
月
１０
日
に
総
選

挙
が
行
わ
れ
、
新
し
い
国
民
の
代
表

が
選
ば
れ
て
、
そ
の
人
た
ち
が
作
っ

た
の
で
す
。
そ
れ
で 

「
あ
た
ら
し
い

憲
法
」
は
国
民
全
体
で
作
っ
た
と
い

う
こ
と
に
な
る
の
で
す
。 

聞
い
た
話
で
は
、
こ
の
憲
法
は
占

領
軍
の
押
し
付
け
で
あ
る
と
い
う
人

も
い
ま
す
が
、
こ
の 

「
新
し
い
憲
法

人
に
１
人
が
死
ん
で
い
る
。
（
「
国
に

棄
て
ら
れ
る
」よ
り
引
用
） 

治
安
が
少
し
回
復
し
た
の
は
、
ソ

連
軍
が
去
り
国
民
党
軍
と
八
路
軍

（
中
国
人
民
解
放
軍
の
前
身
）
の
衝

突
が
あ
り
、
八
路
軍
が
勝
利
し
、
そ

の
統
制
下
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。 

私
た
ち
の
生
活
も
落
ち
着
い
て

き
た
と
お
も
い
ま
す
。
母
は
八
路
軍

の
使
役
に
出
て
お
り
、
飯
炊
き
を
し

て
い
た
そ
う
で
す
。
お
こ
げ
等
が
出

来
る
と
、
お
に
ぎ
り
に
し
て
子
供
に

持
っ
て
帰
れ
と
言
わ
れ
、
も
ら
っ
て

帰
っ
た
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。↙

 

憲
法
』は
施
行
さ
れ
ま
し
た
。 

学
校
制
度
が
変
わ
り
、
新
制
中

学
校
一
年
生
に
な
り
、
そ
の
時
に

配
布
さ
れ
た
の
が
「
あ
た
ら
し
い
憲

法
の
は
な
し
」
だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。
憲
法
の
こ
と
が
と
や
か
く
言
わ

れ
だ
し
て
か
ら
、
復
刻
版
で 

「
あ
た

ら
し
い
憲
法
の
は
な
し
」
の
表
紙
を

見
て
、
あ
あ
こ
れ
見
た
こ
と
あ
る
な

と
思
い
ま
し
た
。 

高
校
に
入
学
し
て
１
年
生
の
時

社
会
科
で
、
美
濃
部
達
吉
の 

「
新

憲
法
逐
条
解
説
」
を
学
習
し
ま
し

た
が
忘
れ
て
し
ま
い
、
今
度
の
こ
と

で
学
習
し
た
な
と
い
う
記
憶
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
改
め
て
腰
を
据
え
て

『
日
本
国
憲
法
』
小
学
館
を
読
み
直

し
ま
し
た
。 

 お
わ
り
に 

―
子
や
孫
の
た
め
に
― 

 

「
憲
法
」
を
守
り
、
特
に
第
９
条

は
、
日
本
人
で
あ
る
以
上
絶
対
に

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

強
く
、
固
く
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ

は
、
戦
争
に
な
る
と
常
に
幼
い
子
供

や
弱
い
女
性
が
、
一
番
に
犠
牲
に
な

る
の
で
す
か
ら
。
最
後
に
、
赤
旗
日

曜
版
６
月
２
日
に
載
っ
た
、
自
民
党

の
幹
事
長
で
あ
っ
た
、
古
賀
誠
氏
の

談
話
の
一
節
を
引
用
さ
せ
て
も
ら

い
ま
す
と
、
「
第
９
条
は
『
世
界
遺

産
』に
も
匹
敵
す
る
も
の
だ
」と
、
私

も
同
感
で
す
。 

記
憶
が
あ
り
ま
す
し
、
母
の
話
で
は

国
防
婦
人
会
で
傷
つ
い
た
兵
隊
さ

ん
の
看
護
に
行
っ
た
と
言
っ
て
い
ま

す
。 第

二
次
世
界
大
戦
の
終
わ
る
前 

(

８
月
９ 

日) 

ソ
連
の
参
戦
、(

８
月

15
日)

敗
戦
と
な
り
、
ソ
連
軍
の
進

入
略
奪
の
し
放
題
、
自
動
小
銃
で

無
差
別
に
発
射
し
多
く
の
死
者
が

出
た
こ
と
、
又
若
い
女
性
が
兵
隊
に

強
姦
さ
れ
、
自
殺
し
た
人
達
等
の

話
も
聞
い
て
い
ま
す
。
私
は
小
学
校

５
年
生
の
夏
で
し
た
。 

そ
れ
か
ら
北
満
に
居
た
開
拓↙

舟
艇)

に
詰
め
込
ま
れ
て
、
日
本
に
帰

っ
て
き
た
の
で
す
。
船
上
で
は
東
シ
ナ

海
で
、
台
風
に
あ
い
ひ
ど
く
船
が
揺

れ
、
ま
た
死
亡
者
が
出
た
り
し
、
そ
の

間
ど
の
く
ら
い
日
数
が
か
か
っ
た
の
か

記
憶
が
あ
り
ま
せ
ん
。
長
崎
県
の
佐

世
保
港
に
上
陸
し
ま
し
た
。
幼
い
妹

や
弟(

５
歳
と
３
歳)

は
栄
養
失
調
で↙

の
は
な
し
」
で
は
、
Ｐ
３
～
Ｐ
４
に
書

か
れ
て
い
ま
す
の
で
、
押
し
付
け
で

は
な
い
と
思
う
の
で
す
。 

戦
争
体
験 

─

旧
満
州
で
の
生
活
― 

私
が
第
９
条
を
厳
守
し
て
、
平
和

主
義
で
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
だ↙

憲
法 
―
私
に
と
っ
て
の
第
９
条
― 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

難
波
娃
子 

こ
の
投
稿
は
、
６
月
３０
日
、
岡
山
県
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ
た

岡
山
県
高
校
・
障
害
児
学
校
退
職
教
職
員
の
会
の
第
３４
回
総
会
で
、
日

中
倉
敷
支
部
の
難
波
さ
ん
が
話
さ
れ
た
内
容
で
す
。 

ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
「
憲
法
９
条
は
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の

思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。 

と
強
く
思
っ
て
い
る
の
は
、
私
の
幼

年
期
に
戦
争
を
体
験
し
て
い
る
か

ら
で
す
。 

私
は
１
９
３
５
年(

昭
和
I0)

生
ま

れ
で
7 8
歳
で
す
。78

‐10
=

6
8

今

年
で
戦
争
が
終
わ
っ
て
か
ら
68
年

が
た
っ
た
と
い
う
単
純
計
算
が
で
き

る
と
い
う
わ
け
で
す
。 

２
歳
で
渡
満
、
父
は
、
満
鉄
社
員

で
し
た
。
私
の
幼
少
時
に
あ
っ
た
戦

争
経
験
は
、
幼
い
な
り
に
覚
え
て
い

ま
す
。 

１
９
３
９
年
５
月
の
ノ
モ
ン
ハ
ン
事

件
の
と
き
は
、
チ
チ
ハ
ル
と
い
う
所
に

居
ま
し
て
、
大
砲
の
音
を
聞
い
た↗

団
の
人
達
の
悲
惨
な
状
態
を
大
人

の
人
達
が
話
を
し
て
い
た
。
子
供
を

捨
て
た
、
置
き
去
り
に
し
た
、
中
国

人
に
預
け
た
な
ど
等
、
辛
い
話
ば
か

り
で
す
。
終
戦
後
の
夏
か
ら
冬
に
か

け
て
、
特
に
満
州
の
冬
は
厳
し
く
零

下
24
度
位
ま
で
下
が
る
寒
さ
の
中

で
、
次
々
と
凍
死
す
る
と
言
っ
た
現

実
、
大
人
達
の
話
を
聞
き
、
子
供
心

に
大
変
な
こ
と
に
な
っ
て
い
る
の
だ

と
い
う
こ
と
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。 

当
時
在
留
日
本
人
は
１
５
５
万

人
推
定
、
そ
の
二
割
弱
の
開
拓
団
の

人
達
27
万
人
。
そ
の
内 

死
者
７
８

５
０
０
人 

死
者
全
体
の
45
％
、
３↗

引
揚
げ
船
の
中
で 

「リ
ン
ゴ
の
唄
」を
覚
え
る 

引
揚
げ
の
開
始
は
１
９
４
６
年

(

昭
和
21)

５
月
５ 

日
か
ら
１
９
４
９

年(

昭
和
24)

１０
月
ま
で
に
１
０
４

万
６
６
０
０
人
。
私
は
こ
の
中
の
１
人

と
い
う
こ
と
で
す
。 

１
９
４
６
年
７
月
７
日
、
自
宅
を

出
発
し
ま
し
た
。
な
ぜ
鮮
明
に
覚
え

て
い
る
の
か
と
い
う
と
、
そ
の
日
は 

「七
夕
様
」だ
っ
た
か
ら
で
す
。 

奉
天(

瀋
陽)

か
ら
南
下
し
て
、
錦

洲
の
収
容
所
に
収
容
さ
れ
コ
ロ
島
か

ら
ア
メ
リ
カ
の
Ｌ
Ｓ
Ｔ 

(

上
陸
用↗

線
路
の
レ
ー
ル
が
ま
た
げ
ま
せ
ん
で

し
た
。
私
が
船
の
中
で
覚
え
た
の
は
、

並
木
路
子
の 

「
リ
ン
ゴ
の
唄
」
で
し

た
。 日

本
国
憲
法
の
も
と
で 

１
９
４
６
年
の
９
月
下
旬
か
１０
月

上
旬
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す
が
、
当

時
の
船
穂
小
学
校
に
編
入
、
６
年
生

に
入
り
ま
し
た
。 

１
９
４
７
年
５
月
３
日
に
『
日
本
国 難波娃子さん 左から４人目マイクを持っている人 

2295 

 

 



 

次
回
の
新
聞
発
送
作
業
は 

８
月
１２
（月
）午
後
１
時
半
～ 

民
主
会
館
２
階
で
行
い
ま
す
。 

前
回
お
手
伝
い
く
だ
さ
っ
た
方
で
す
。 

  

小林 

竹内和 

竹内袈 

坪井 

2013 年 07 月 18 日 

 講習会のおみやげ 

  7 月 13 日から 15 日にかけて、ちんむう先生とＯ先生が本部指導員講習

会（静岡）に参加されました。 

Ｏ先生からおみやげの「桜えびの舞い」をもらい、講習の成果（推手）も、お二

人の実演で見せていただきました！！ 

・・・私にはまだまだ遠い世界です(^^; 

今日の 88式組は、84弯弓射虎、85進歩搬攔捶、86如封似閉、87十字

手、88収勢還元を教わりました。 

84 弯弓射虎は弓歩の方向と拳の攻撃の方向が違うので、上半身につられて

弓歩が崩れないように注意。 

85 進歩搬攔捶では、左手で相手の攻撃を押さえつつ、右の搬拳と右足は

同時に前に出すこと。 

右拳で相手の鎖骨のあたりを打つのと同時に、右足で相手のスネのあたり

に乗るような意識で、と繰り返し練習しました。 

十字手は何度も習っているはずなのに、足の動きを逆で覚えていたことが

発覚！あせりました～ 

今日で 88 式の最後まで教わったので、来週は分からないトコロ質問タイムで

す。 

 

2013 年 07 月 22 日 

日曜練習会（7月 21日） 

 7月21日は、第3日曜恒例の日曜練習会がありました。場所は桑野の岡山

ふれあいセンター、リハーサル室。 

先月に引き続き、主に 32 式太極剣の練習を行いました。今回はなんと！

米子からＮ先生方が来て下さいました！ 

わたしはいつも、これを失念しがちなのですが、「剣のどこに力点を置くか

を意識するように」と、丁寧に、ほぼマンツーマンで指導して下さいました。 

本当にありがとうございました！ 

私たちにとっては実にゴージャスな練習会でした(^^) 

 

2013 年 07 月 25 日 

 会場変更です 

 今日から練習会場が、 

さんかく岡山の大会議 

室からミーティングルー 

ムに移りました。 

可動式の壁で 3部 

屋に仕切られ、それぞ 

れ机と椅子が並んでい 

るので、練習開始前に 

それを全部片付けてスペースをつくり、終了後は元通りにして 8 時までに退

出することになりました。 

今日は初めてで時間がよめないので、念のため 7時 35分に練習終了。 

大急ぎで部屋を元通りにして時計を見ると、まだ 7時 45分です。 

ちょっと早過ぎたということで、ミーティングルームの外でＯさんがちんむう

先生とＯ先生から左右倒巻耾の指導をしてもらっていました。 

 

「
蒸
し
餃
子
や
麻
婆
豆
腐
な
ど
」

を
協
力
し
て
作
り
，
美
味
し
く
い
た

だ
き
ま
し
た
。 

食
後
は
、
受
講
生
の
岡
崎
さ
ん
の

中
国
茶
を
約
１
時
間
楽
し
み
ま
し

た
。 詳

細
は
次
号
で
報
告
し
ま
す
。 

７
月
２９
日
、
岡
西
公
民
館
で
、

中
国
語
講
座
（
月
曜
日
・
初
級
）
の

料
理
教
室
を
李
老
師
の
指
導
の
も

と
、
行
な
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
７

人
で
し
た
。 

ニホン人は、なぜ、ニホン語を 

おしえることができるのか？ 53  

竹内和夫 

 

 

ニホン語はむずかしい？（３） 

 

C :  ６言語の母音と子音の数が出そろった。 

学習者にとっては、自分の言語より数が少ない方が、やさし

いと感じるのだろうね。逆はむずかしいと。 

では、子音と母音を組み合わせたらどうなる？音節とか拍の

体系のことだ。 

A： ニホン語の拍の体系は、C君？  

C：母音をV（フランス語 Ｖｏｙｅｌｌｅ
ヴワイェル

）とし、子音を

Ｃ（フランス語 Ｃｏｎｓｏｎｎｅ
コンソン

）とすると、圧倒的

にＣＶすなわち子音ひとつと母音ひとつの組み合わせ

が大部分だ。５０音図～１００音図（36～38）にご覧

のとおり。 

38で示したニホン語の拍（モーラともいう）の体系と

数は：Ｖ５、ＣＶ６5、ＣｙＶ３４、ñ１、ʔ１=計１０６

となる。 

Ｃ：中国語の音節数は36でちょっとふれたように約４００

ある。具体的には：Ｖ６、ＶＶ９、ＶＶＶ４、ＶＣ７、

ＶＶＣ７、ＣＶ７６、ＣＶＶ１２０、ＣＶＶＶ１５、Ｃ

ＶＣ１１５、ＣＶＶＣ３８、ただし音節末のＣは-ｎか-

ｎｇである。例： /ren-min/CVC － CVC 、共和国

/gong-he-guo/CVC-CV-CVV。 

C：つぎのハワイ語の音節はVとCVだけで、VCやCCVなど

はない。Vには短母音と長母音と二重母音の３種があ

る。 

                       つづく 

中
国
語
講
座
の
料
理
教
室 

日日日中中中友友友好好好協協協会会会岡岡岡山山山支支支部部部   

太太太極極極拳拳拳講講講習習習会会会   ブブブロロログググよよよりりり   


